










環境ホルモンとは， endocrine disrupting chemicals 
(EDC ）のことで，「外因性内分泌撹乱化学物質J （環境
庁）の通称である。本問題が特に関心を持たれたきっか
けは， 196 年に Theo Colbrn らにより，米国で出版さ
れた“OUR STOLEN FUTURE ”（日本語訳－奪われし
未来 97 年）によるところが大きい。その後， Deborah
Cadbury による“THE FEMINIZATION OF NATURE ” 




















ヒトへの生体影響については ダイオキシン（97 年 2

























動が期待される。わが国では MRSA は1980 年代に入っ
て院内感染の主要起炎菌として注目され， 80 年代後半に
全国的に増加した。黄色ブドウ球菌における MRSA 分
離頻度は， 190 年に52% で，わが国が最高であり，この
傾向は依然として続いている。




































































性大腸菌 0-157 は日本中を震憾させ， SE （サルモネラ・

















平成 9 年度の来院総数10,69 名，一次患者数8,238,





















救急患者観察室として個室 3, 2床室 1, 4床室 1。
集中治療部として ICU 4 , CCU 1 , HCU 3 ，全病床
数540 ，一般病床430 ，結核病床10 ，精神科病床10, （そ
の内一般病床 9個室85 ，個室率20% ）。以上の病床は
昭和48 年の竣工であり総合病院としての機能を果たす





平成10 年 8 月1 日現在の医師数について申し述べる。
正職員56 名（歯科医 1名を含む），非常勤嘱託医13 名，
臨床研修医 4 名，パート医師として定期 7名，不定期
9名。この内常勤体制の医師免許数72 で日常診療及び
救命救急センター業務をこなしている。正職員として















後でしたが， 5年度の6,80 人台より毎年50 ～1,0 人
程度増加し， 9 年度では9,30 人台に達しています。一
方，救急車での来院患者は平成 6 年度までの1,20 人前
後の推移が， 7年度には1,50 人台， 9 年度では1,70 人
台に増加しています。
平成 9 年度の時間外および救急車来院患者（1,30
人）は内科： 2,478 人， 22% ，小児科： 2,183 人， 20%,
整形外科： 1,342 人， 12% ，循環器科： 874 人， 8% ，脳
神経外科： 74 人， 7% ，婦人科： 581 人， 5% ，耳鼻科：
546 人， 5% ，外科： 48 人， 4% ，呼吸器科： 40 人， 4 %, 
などを受診しています。救急車以外での来院患者（9,352
人）の大半が平日の時間外21 時休日の午前から21 時ま





平成 9 年救急車来院患者（1 720 人）は内科： 385
人， 22% ，整形外科： 372 人， 22% ，循環器科： 360 人， 21%,
脳神経外科： 286 人， 17% ，外科： 90 人， 5% の順に多
く，このうち53% が入院しています。救急車の地区別で
は小松島： 942 人，県南部： 294 人，徳島市： 361 人，県
北西部： 108 人，県外： 7 人で，県南部からの搬送が多
いことがわかります。しかし，循環器科は全県的（小松




が13 人，溺水 6 人，外傷 3 人など，また，来院時には心
肺機能は辛うじて維持されていたものの治療の効なく 2
週間以内に死亡した患者は52 人で 主たる疾患は脳神経































l次救急患者が91%, 2次救急患者が 8% であり，大学
















て活用するべきである。j と報告している（平成 9 年）。
本報告書にうたわれているような救急医療を行う上で，
平成10 年10 月，新病棟 4 階に開設される集学治療病棟を
どのように運営するかという点は非常に重要となる口集
学治療病棟は， ICU6 床， HCU20 床（個室 6床を含む），























問題点を明らかにするために，県下の13 （公的 9 ，民間
4 ）施設にアンケート調査を行った。アンケートの内容













































2. 午後 5時から翌朝 8 時迄という長時間待機




公立病院と協議し，平成 9年 4 月 1 日に徳島市夜間休日









































するため，当院における平成 8 年 7 月 1 日から平成10 年
6 月30 日の二年間の症例を集計し，若干の検討を加えま
したので報告します。

















2,576 人（時間外1,52 人）で内訳は一次4,27 人（7%),
二次1,41 人（20% ），三次143 人（ 3 %）でした。手術
は全手術数973 例（外科391 例，整形外科370 例，脳外科

























































































傷508 名，脳卒中357 名（出血153 名，虚血204 名）で， 495
名が入院し10 名で手術を要した。救急医療体制と設備












し， 197 年には562 件に及んだ。うち原因の約60 ～70%
は交通事故であった。傷病程度別に見てみると軽症が
40 ～50% と多数を占め，中等症30 ～40% ，重症10 ～15%,
死亡3 ～ 5% であった。輪番制において当院は東部（ I) 
救急医療圏に属するが平成 9 年度搬送患者を消防署別
に見てみると，医療圏外からの搬送数が49.8% にも及ん
でいた。また平成 9 年度の輪番目の搬送数は270 名，輪
番日以外は29 名とほとんど差が認められなかった。以

































































滴： 95%. 患者への点滴： 88% （平均3.9 人，成功率76%)
で大きなトラブルはなかった。尿道カテ留置： 69% ，直
腸指診36% ，学生同士の胃管挿入78% ，手術助手： 96%,
皮膚縫合： 65% ，ガーゼ交換： 57% ，夜間救急外来体験









Cone-bam CT （日立 SF-VAlO ）は， X 線源及び検























INFH を発症した 6 例（片側例 3 例，両側例 2 例，多発
性骨壊死例 1例）であった。対照群は，ステロイド内服
療法を受けるも INFH を発症していない18 例とした。
片側例では，患肢の骨密度と除脂肪量は健肢に比べて減
少する一方，脂肪量は増加していた。両側例では，骨密










あり，これらを20 歳代から40 歳代（n=40), 50 歳代（n





























































中心に血清ペプシノーゲン I , II および抗ヘリコパク
ター・ピロリ抗体検査を 1,06 名に実施し，主として疫
学面から検討したので若干の考察を加えて報告する。




















園友 一史1) ，関 啓l) ，田代征記2) （徳島大腸疾
患研究会）




その結果， 60 施設から312 症例が集計された。集計症
例の内訳は潰蕩性大腸炎195 例，クローン病69 例，虚血
性腸炎28 例，腸結核 9例，単純性腸潰傷 6 例，腸管ベー
チェット病4 例などであった。大腸癌および Toxic
megacoln は潰蕩性大腸炎のそれぞれ 5 例，および2 例
に，また穿孔や内痩形成などのその他の重篤な合併症は









ヒトキマーゼが big endothelin - 1の31 番目と32 番目
のアミノ酸残基で限定分解し そのペプチドが血管に対
して生理活性を持つことが明らかとなっている。前回の
本大会において我々は，この31 amino acid-length 
Endothelin- 1 (ET- 1 ( 1 -31 ））に対する特異的な抗体
の作成について報告した。さらに今回，我々は抗 ET-1
( 1 -31 ）抗体を用いた組織染色を行い，その陽性細胞の
同定を試みた。方法として連続切片を抗 ET- 1 ( 1 -31) 
特異抗体，各種モノクローナル抗体（T 細胞，マクロ
ファージ，血管平滑筋細胞）で免疫組織染色した。また，
endothelin - 1 cRN A probe を用いたin situ hybri-dization 
法により染色し，免疫染色法の結果と比較検討した。そ
の結果， ET- 1 ( 1 -31 ）は肥満細胞で発現，分泌される
可能性が示唆された。よって肥満細胞が動脈硬化発症機




























(AL) 3 例，非ホジキンリンパ腫 （NHL ) 4 例，多
発性骨髄腫（MM) 3 例である。AML では10 例が完全
寛解（CR ）を維持しており， 5 年生存率は71% と治療
成績は良好であった。ALL では l例が CR を維持して
いるが他 3例が 1年以内に再発し死亡した。NHL では
2 例が CR で他 2 例が 6 か月で再発し死亡した。M M で
は 1例が CR で他 2例が再発したが2.5 年の現在生存中
である。AML に対しては自家末梢血幹細胞移植は有用





［対象】平成 6 年 4 月から平成10 年 7 月までに当科で腹
腔鏡下牌臓摘出術を受けた 5例である。疾患は遺伝性球
状赤血球症 4例，再生不良性貧血 1例であった。【手術
手技］右半側臥位とし，計 4 本のトロ ッカーを挿入し，
臓部よりフレキシプルスコープを挿入する。牌腎靭帯，
牌結腸・胃牌間膜をハーモニックスカルペルで順次切離
し，最後に牌門を Endo-GIA で切離し， Endo-Catch で
収納し，この中で牌臓を破砕，摘出する。【成績｝平均









めである。’ 96 年 1月～’ 97 年 3 月の間当院初診鼻アレル
ギー患者309 名に実施した 8種類の花粉抗原の RAST 陽
性率は，スギ72.% ，ヒノキ59.2% ，カモガヤ29.1%,
ヨモギ2.1% の順で，ブタクサ，コナラ，シラカンバ，
ハンノキは20% 未満，同一血清でのダニ（ 1）は43 % であっ
た。年齢との関係は何れの抗体も 10 才代が最高，スギ，
ヒノキ，カモガヤは20 ・30 才代がこれに次いだ。SCORE
の割合の最高率はスギ 4 が35.4% 他の抗原は何れも 2
であった。
ヒノキ科花粉陽性者23 名中単独陽性者は 5 名，他は


















H8 年 6 月受診，以後 H9 年末までに10 例， HlO 年 7月
現在計17 例となり増加傾向にある。年齢は 8 歳より 6 歳
で（平均37 歳），男女比10: 7 で，中年男性に比較的多
かった。発症までの期間は 3 ヶ月前後が最も多く，平均
7 ヶ月であった。ハムスター上皮の RAST が陽性であっ
たのは 2 例（12% ）のみで，家ダニは1 例（69% ），カ
ンジダは 7例（54% ）で陽性であった。ハムスターを処
分することで，全例 1週間以内に改善した。代表的 2症
例を呈示する。
